
 

 

福島県立大笹生支援学校 平成 30 年度地域活動促進セミナー 
五校合同研修会 同時開催 

家族の想い 
地域とのきずな 

～障害を持った子どもたちが 
自分らしく生きるために～ 

【講師プロフィール】 
・1959年、静岡県生まれ。1983年、毎日新聞社入社。津支局、中部報道部を経て、 

1992年に東京社会部へ。いじめ、引きこもり、薬害エイズ、児童虐待、障害者 
虐待などに取り組む。 

・社会部副部長、夕刊編集部長などを経て、2009年から論説委員 (社会保障担当)。 
・千葉県障害者差別をなくす研究会座長、社会保障審議会障害者部会委員、内閣府
障害者政策委員会委員、厚労省今後の精神保健のあり方検討会委員などを歴任。 

・主な著書に「障害者のリアル×東大生のリアル」「条例のある街」(ぶどう社)、 
「あの夜、君が泣いたわけ」(中央法規)、「廃墟の中の希望」「なぜ人は虐待す
るのか」(Ｓプランニング)、「わかりやすさの本質」(ＮＨＫ出版)など。 

野澤 

土 午前10:00〜12:00 
[受付開始 9:30〜] 

会場 

2018.11.17 

「セミナー申込書（裏面）」に御記入の上、次のあて先に 
11月 9日（金）までにファクスにてお送りください。 

ＦＡＸ ： ０２４-５５６-０４１６ 

 350 名・先着順 
※会場駐車場をご利用ください 

とうほう・みんなの文化センター 
(福島県文化センター) 小ホール 

福島市春日町 5-54 TEL024-534-9191 

お申込み 
方法 

参加費 

無料 
※事前の申し込みが 

必要です 

講演 

毎日新聞社 

定員 

論説委員 和弘氏 

日時 

主  催 福島県立大笹生支援学校父母と教師の会 
後 援 福島県立大笹生支援学校教育活動後援会 福島市教育委員会 

福島県立大笹生支援学校 セミナー事務局  教頭 大竹奈保子（電話 024-558-8710） 
お問い合わせ 


